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1 はじめに
1933年1月から5回にわたり 『新家庭』 に連載された連作小説『若い母』 は
朴花城、宋桂月、崔貞熙、姜敬愛、金慈恵の5人によって書かれた。複数の作
家がリレ一式にストーリーを展開させていくこの形式は、やはり 『新家庭』
が1936年に連載した『破鏡』がある'。 『破鏡』は連載開始前に執筆者6人を
まとめて紹介し、連載が終わるまでは各回の執筆者を読者のみならず、執筆
者相互にも知らせなぃとぃう特殊な形式をとった。
その『破鏡』と『若い母』はどちらも朴花城が第1回を執筆した。 『破鏡』
は朴花城のあとを厳興燮,韓仁澤,李無影,姜敬愛,趙碧岩がっなぎ、 「作家と
しての主義においても思想傾向においても共通点の多い2」 執筆者が揃えられ
ていた。それに対し、 『若い母』の執筆者は5人とも女性であり、作品の傾向
も互いに異なっていた。 作家の選定がどのようになされたのかは不明である
が、 連載が終わってから朴花城は他の4人の作家の書いた部分を批評した。 な
かでも辛辣な批判を受けたのが崔貞熙である。
筆者はこれまで崔貞熙と朴花城を中心的に研究するなかで、 崔貞熙に対す
る朴花城のこのときの批判をたいへん興味深く受け止めた。本稿では 『若い
母』 において朴花城がなぜそれほどまでに崔貞熙の文章に怒りを露わにした
のかにっいて検討するとともに、 『破鏡』における朴花城の執筆部分を取り
上げ、 両小説にみられる朴花城の作家意識の違いを探る。
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2 程貞熙への批判
『若い母』 のストー リー の発端を作つた朴花城は、 主人公ウヒを日本式料
亭の女主人として設定した。ウヒの夫は6年前、ウヒに「強い母になってくれ
」 と言い残して北方に向かう列車に乗つた闘士であり、2年前に死の知らせ
が届けられた。 9歳の息子と6歳の娘を育てながら料亭を切り盛りするウヒは
30歳で、 「百合のように優雅なその青春美は今が盛りとばかりに、心の痛み
とは正反対に美しくなるばかりだった4」 。
夫を亡くしたウヒの周囲には3人の男性がいる。 夫の同窓で銀行の支配人の
チェは2年前に妻を亡くし、ウヒの夫の死後は、毎日、料亭にやってくるよう
になる。 夫の親友のキムは〇〇事件関連で服役を終えて出てきた。 料亭の板
場にいるミンさんは夫の死の知らせが届いた直後に板場に置いてほしいとふ
らりと訪ねてきた男で、月給の代わりに部屋をもらって住み込みで働いてい
る。夜遅くまで読書をして過ごす姿はウヒの夫を思い起こさせ、過去が知れ
ないだけにウヒを引きっけてもぃる。 ウヒは「自分たちとは別世界の人間5」
であるチェを除き、キムとミンさんを慕つている。
第2回を書いた宋桂月はキムを富者の息子とし、 恋愛に夢中の堕落した人物
に設定した。一方、チェはウヒに求婚し、ミンさんはウヒを「この世に二人
といない女性6」とし、彼女のような女性を妻にできたら、と人知れず思いを
募らせる。しかし自分には「そんなことよりもっとやるべきことがある7」と
自らを嘲笑する。
崔貞熙はこのあとを引き継いだ。 ウヒとチェとの結婚が決まったように下
男たちが噂するのを聞いて絶望したミンさんは街をさまよい、泥酔し、傷だ
らけになって帰つてくる。 その直後、 チェの私宅に爆弾が投げ込まれたとい
う号外が撒かれる。部屋に横たわるミンさんは、そばで見守るウヒに、明日、
違くへ旅立つと言いながら気持ちを打ち明け、 ウヒもそれに応じるが、 翌日、
警察に捕えられる。ウヒは「強い女性になってください8」と言つて去つてい
くミンさんに夫を重ね、 ミンさんに差し入れをすることだけを慰めに淋しぃ
日々を送るようになる。
朴花城は宋桂月に対しても、 ミンさんを不謹慎で軽薄な人物にしたと批判
したが、崔貞熙のストーリ一展開は「あまりに探偵小説的でイタツ°ラ的な事
件の進行と処理9」であり、より大きな慣怒を覚えたという。ミンさんはただ
恋敵に復讐するために爆弾を所有していたのかという怒りである。
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3 朴花城と程貞熙
朴花城は日本女子大学を中退して帰国後、 1932年の 「下水道工事'°」 を皮切
りに、女性作家初の新聞連載小説となった『白花''』を発表し、本格的な作家
活動に入つた。 日本留学は朴花城の思想形成とその後の作品に大きな影響を
与えたとされる'2。 『若い母』はそうした時期に書かれた。
『若い母』 を執筆した当時、 朴花城の夫で活動家の金国鎮は実際に獄中に
あったのだが、 3年という判決が出てから朴花城はむしろ母と子供2人の世話
を家主にまかせて上京できるようになったようである。 ソウルで初めて会つ
たのが『新家庭』の主幹、李殷相と記者の金慈愛だった。このとき連作小説
のタイトルを設定し、初回を執筆するよう依頼されたという'3。李殷相とは束
京留学時代に出会つていた。 李は当時まだ 「秋夕前夜'4」 を発表しただけの朴
花城のことを知つていて、同宿だった梁柱束にも紹介している'5。 このことか
ら朴花城が文学者たちの間ではすでに注目される新人作家だったことがわか
る。 『若い母』の主人公ウヒの人物像は2年後に書かれる自伝的小説『北国の
黎明'6』 のヒョスンを彷彿とさせる、美と知識を兼ね備えた朴花城にとっての
理想的な女性像である。 そうした理想的女性は1950年代以降に多く書かれる
ようになる長編に至るまで、朴花城の描く女性主人公の典型となる。した
がって朴花城は『若い母』の執筆時、すでに自身の一定の創作方法を固めっ
つあったと見ることができる。
一方、 1931年に三千里社に入社した崔貞熙は、 事務所の雑務や記者の仕事
をするかたわら小説を書き始め、その年の10月に「正当なスパイ'7」で登壇し
た。その後、 「尼奈の話'8」 「明日の食代'9」、 「青い地平の雙曲2°」、 「非
常都市2'」 など、 階級問題への関心がうかがわれる作品を続けて発表したが、
崔貞熙自身はこれらの作品を習作としている22。 崔貞熙は保母として滞在した
東京において底辺で暮らす同胞たちを目にしていたが23、そうした体験が思想
として発展することはなかった。 だ当時の日本で流行していた林芙美子や
下村千秋の作品を参考にして小説を書いていたようである24。 『若い母』 にお
いてミンさんに爆弾を投げ込ませたことを朴花城は「あまりに探偵小説的で
イタッ'ラ的な事件の進行と処理」 と批判したが、 ここにはこの時期の崔貞熙
の作風がよく表れていると見ることができる。
崔貞熙は『若い母』を書いた1932年から1933年にかけて、小説より記事や
随筆を多く書いている。 「訪問・執筆・原稿25」には、記者生活を続けている
とかえって文章力が低下するのではないかと危惧する気持ちが表れている。
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この時期の崔貞熙がいまだ小説家と しての自 らの位置や創作方法を見出せて
いなかったことがわかる。 崔貞熙が自ら登壇作と認めるのは1937年に発表し
た「凶家26」であるが、結局、崔貞熙は作風において朴花城とは別の路線を歩
んだ。
4 朴花城の意図
崔貞熙のあとを受けて姜敬愛が書いた 『若い母』 の第4回にっいて、 朴花城
は自然な描写を賞賛しながら、 「もう少し(前回に不満をもっていたら)事
件を巧みに展開させてから筆を置いてくれれば作品としての内的な価値が高
まったはずだ27」 と述べている。 朴花城は姜敬愛に初めて会つた年を1935年と
しているため28、 前回に対する不満を出版社経由で伝えていた可能性がなくは
ないが、恐らくは作風の同じ姜敬愛ならば自分の意図を汲み取つてくれると
期待していたものと思われる。 いずれにせよこれは姜敬愛がある程度ストー
リ ーを修正してくれたことを評価する中で出てきた言葉である。
姜敬愛は爆弾事件を報じる号外の続報として、 銀行とその支配人の私宅に
爆弾を投げた容疑でミンさんが逮捕され、 取調べを受けている事実を明確に
示した。 よく読んでみると、崔貞熙はミ・ンさんと爆弾事件の関わりにっいて
はっきりと書いてはいなかった。ミンさんのアリバイは不明だが、警察に捕
えられたのは別の理由である可能性を残していた。 つまり崔貞熙は探偵小説
さながらの展開を作つたことにはなるが、少なくとも自らがストー リ ーを決
定づけることはしなかったのである。 楽しみを次に残したとぃう点では読者
の興味をひきっけることに大いに貢献したと評価されてもよい。
では朴花城は『若い母』をどのようなストー リーにしたかったのであろう
か。金慈恵が担当した最終回は、 ウヒが爆弾事件のあと店を閉め、 ミンさん
が服役する監獄の近くの小さな部屋に引つ越して裁縫で生計を立てながら、
無産階級の子供たちのための夜学を始めたところで終わる。 これに対して朴
花城は文盲撲滅も偉大な目的ではあるが、 活動の指導者の出現を望むウヒの
夫の願望とは相容れないと語つている29。 この時期に書いた 「下水道工事」、
「'le3°」 、 「崩れた青年会館3'」 において指導的人物の登場に力を注いだよ
うに32、 『若い母』 においても夫亡きあとのウヒを聞士の意志を引き継ぐ強い
母、強い女性にしたかったものと思われる。また、おそらく日本式料亭とぃ
う舞台設定から、のちの「プルガサリ33」のように、チェをはじめとするブル
ジョア階級の贅沢な暮らしぶりを風刺的に描写したかったのかもしれない。
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しかし爆弾事件によってチェの立場は一転し、 被害者となってしまったので
ある。
日本留学において思想を固め、 職業作家として歩みはじめた朴花城は 『新
家庭』誌から夕イトルの設定と初回執筆の依頼を受け、 自負と責任感を持つ
てこの連作に臨んだに違いなぃ。 しかしもともと思想と作風の異なる作家に
よるリ レーが思いどおりにっながるはずもない。朴花城はどの作家に対して
もそれぞれ不満を表しているが、 中でも崔貞熙に対しては厳しい批評を加え
た。 当時まだ習作期にあった崔貞熙は日本の作家に学びながらそれなりに苦
労して書いたと思われるが、 その探偵小説的な展開はリアリズム作家朴花城
にとって「イタヅラ」にしか見えなかったのである。
5 『破鏡』の朴花城
『破鏡』 においても第1回を担つた朴花城は主人公ヒ ョネを大きな屋敷の女
主人に据えた。幼い子供を育て、夫が獄中にあるというという設定は『若い
母』とよく似ている。ただし、ヒョネの現在の夫はその屋敷の主人Mであり、
3人の子供のうち1人はMとの間に生まれた息子である。 その間の事情にっい
ては第2回以降の執筆者によって書かれることになるが、 「Mの同情さえ受け
なければ一一。彼が妻を亡くしさえしなければ一一。スンフンさえ生まれな
ければ34」 という下りにおいて、Mとの関係がヒョネの望むものではなぃこと
が示唆されている。
このほか、第1回にはヒョネの友人で、独身のクニヨンが登場する。クニヨ
ンはヒョネの昔の同志とぃうことになっている。そして「2年前まではヒョネ
がどんなに堅実で意志が強く、 忠実な聞士であり、 妻だったかを考えれば--35」とぃうクニヨンの言葉から、獄中にあるヒョネの本当の夫が闘士であ
り、クニヨンとともにヒョネも闘士として活動していたことが伝わる。 『若
い妻』の第1回においては主人公ウヒに闘士の妻として夫を支えるという役割
しか与えられていなかったことを考えると、 朴花城は女性主人公の人物像を
一歩、理想化したと見ることができる一方、夫の入獄後、ヒョネが活動から
脱落したという点では、理想からの後退とも読める。そして、そうしたヒョ
ネを叱咤激励するクニヨンの役割にっいて、次回以降の執筆者に期待をっな
いでいるように見える。
先に述べたように『破鏡』は「作家としての主義においても思想傾向にお
いても共通点の多い」執筆者が揃えられていた。朴花城はヒョネの起死回生
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を第2回以降の執筆者に託したと言える。 物語の方向性としてヒョネがそのま
ま堕落していくとは考えにくぃからである。しかし結局、ヒョネは闘士に戻
ることはなく、 Mのもとを脱出することがせいぜいであり、クニヨンも大き
な役割を果たすことはなかった。 『若い妻』のように連載終了後に朴花城の
所感が述べられることはなかったため、朴花城がどのような意図をもって書
き始めたかを知ることはできないが、 朴花城の作家意識からすれば大きな不
満の残る展開になってしまったのではなぃかと思われる。
ところで『若い母』から『破鏡』に至る間、朴花城自身にも大きな変化が
あった。夫、金国鎮は出獄後、聞士として活動を再開したが、朴花城は家庭
生活と執筆に追われる。 作品の中では闘士型の女性主人公を描いたが、 現実
は違つていた。そして活動に対する取り締まりが強化されると夫は中国の龍
井に逃れ、子供を残して朴花城だけを龍井に呼び寄せようとする。しかし子
供と離れることのできない朴花城はこれを拒否し、 結局離婚に至る36。 まさに
『破鏡』 の執筆時、朴花城は活動家だった夫との離婚問題、 そして実業家で
ある他の男性との新たな関係の狭間で揺れていたのである。 朴花城は理想を
求めるにはあまりにも行き詰まった自身の状況を執筆によって打開しようと
したのかもしれないが、 朴花城自身の現実のみならず、 日中戦争へ突き進も
うとする時局が他の執筆者たちにもそうした余裕を与えなかったのではない
だろうか。
6 おわりに
連作小説という形式は1930年代に 『新家庭』 誌が読者の拡大を目的に企画
したものであり、とくに『破鏡』は読者に各回の執筆者を当てさせる懸賞ま
で行つた37。 このように連作小説はもともと興味本位の読み物だったのである
が、 東京留学中に思想を固め、 本格的に作家活動を始めたばかりの朴花城は、
『若い母』 の執筆を依頼されて非常に真剣に取り組んだ。 それが崔貞熙への
辛辣な批判となって表れたのである。
そして 『破鏡』 の執筆時、 朴花城自身は実生活において大きな転換期に
あった。 『破鏡』 以後、 朴花城は1937年までに4編の短編小説を書いて筆を折
る。 その理由にっいては時局的な背景のほかに、 私的な事情によるものとい
う見方もある。 1950年代からは新たに長編作家として活発な作家活動を展開
したが、 その間の作風の変化にっいてはいまだ研究の余地が多く残されてい
る。
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これまで連作小説という理由からか 『若い母』 と 『破鏡』 はほとんど注目
されてこなかったが、 両作品とも朴花城の作家意識を探るうえで貴重な資料
であることは間違いない。
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